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Jim and I were there just a week ago.
同化の例
She works at this shop.
　　　　　　 /s/+/ʃ/→/ʃ/+/ʃ/
弱化の例
You should have come.
　　　　  /hæv/→/ԥY/ 
脱落の例
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（5）　I   want  to    go           there.
　 ・   ●  ・     ●             ●
　 I   wanted  to go to the gym.





























































































opn ←（　　　　　） （正答 open　　  /yݜS（ԥ）n/ ）
pensl ←（　　　　　） （正答 pencil 　　/pénsl/ ）
intelagent ←（　　　　　） （正答 intelligent  /ܼQWpOԥGݤԥQW/ ）
attenshun ←（　　　　　） （正答 attention　 /ԥWpQݕԥQ/ ）
langwij ←（　　　　　） （正答 language　/OǙƾJZܼGݤ/ ）
子どもの綴り方から，openと pencilは第 2音節に母音が入らないこと，intelligentと atten-
tionの第 3音節の母音は共に曖昧母音 /ԥ/ であって，それぞれ /ܼ/ や /o/ ではないこと， lan-
guageは綴りに wは入っていないが，発音には /w/ が入っていることに気づいたら，次は
これらの点に注意しつつ，発音練習を行う。





c’mon NԥPܤғn/ ←　come on NݞғPܤQ
s’more VPܧғ ޝU ←　some more VԥPPܧғ ޝU
rock ’n’ roll Uܤғ NQUyݜO ←　rock and roll Uܤғ N QGUyݜO



























potato SԥWpܼWԥݜ →　/　　　　/ （正答例 /WpܼWԥݜ　）
pajamas SԥGݤܤғ ޝPԥ] →　/　　　　/ （正答例 /Gݤܤғ ޝPԥ]/）
octopus ܤғ NWԥSԥV →　/　　　　/ （正答例 /ܤғ NSԥV/　）










（12） は Eleanor Farjeon（イギリスの児童文学作家，1881-1965）による詩 “Cats”（発表年





















5） タイトルは “Cats”と “Cats sleep anywhere”の 2通りがあり，本文にもいくつかのバージョンが存在す
るようであるが，ここで使用しているのは山本・百々編（1982）収録のものである。































Any table, any chair
Top of piano, window-ledge,
In the middle, on the edge,
Open drawer, empty shoe,
Anybody’s lap will do,
Fitted in a cardboard box,
In the cupboard, with your frocks




（a） の行の「とっぽ」は topと ofの連結である。これを書いた子どもは，英語の語彙や文











ぷゅ」は lapに繋がる暗い L（dark L）を聞き取って書き表したものと考えられる。
（c）の「かーぼーボァくす」は cardboard boxである。「母音＋/d/+/b/」の音の並びでは 





いることが窺える。「ボァくす」は，「ボ」 /bo/ ではなく， /Eܤ/ であることを認識し，より
広母音寄りの「ア」を入れた「ボァ」の表記にしているのではないかと思われる。
（d） の「でいでんけー !」は They don’t care!である。don’tの /t/ は破裂音であるが，後ろ
に同じく破裂音の /k/ が来るため，破裂せず脱落する。この子どもの書き取り「でん」で










































tiveness principleと intelligibility principleでいえば，母語話者の発音をコピーすることを目
指す前者の立場より，話者同士が理解し合える程度に明瞭な発音を目指し，コミュニケー
ションに支障がないならそれぞれの話者の訛りは許容されるとする後者の方が実状に即し
ている。Jenkins（2000）の Lingua Franca Core（LFC）をはじめ，後者の立場を取る研究者
によって，円滑なコミュニケーションに必要な最低限の分節音，超分節的要素の見極めが
様々に行われてきている。今のところは見解の一致を見ていないものの（清水 2011），Jen-
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